
 

 

【委員会の主旨及びこれまでの取り組み経緯】 

足羽川ダム建設事業における環境調査及び環境保全措置について、専門家の意見を伺うこと

を目的に平成２６年３月｢足羽川ダム環境モニタリング委員会｣を設立。 

これまでに９回の委員会を開催し、足羽川ダム環境モニタリング計画や環境保全措置の計画

についてご意見をいただき、ダム建設事業への進捗に合わせて環境保全に取り組んでいます。 

 

【第１０回環境モニタリング委員会 開催概要】 

   令和４年３月１８日にダムギャラリーあすわにおいて開催。       

委員会では、令和３年モニタリング調査結果と環境保全措置の内容及び令和４年モニタリン

グ調査計画（案）についてご意見をいただき、今後の調査及び環境保全措置の実施計画が確認

されました。 

※新型コロナウイルス感染拡大防止対策を講じながら委員会を開催  
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Ⅰ．事務局からの報告 

・委員からの意見に対する対応状況について 

・令和３年モニタリング調査結果と環境保全措置について 

・令和４年モニタリング調査計画(案)について 

 

Ⅱ．委員会での意見 

 委員からの意見及び事務局回答は以下のとおりです。 

 

委員からの意見 事務局回答 

水海川導水トンネルの施工に伴う地下
水位の低下について、令和４年１月～
２月で地下水位が明確に低下してお
り、トンネル周辺の水環境に影響を及
ぼすことが懸念される。 

ご意見を踏まえ、トンネル周辺の水環
境への影響を確認するため、引き続き
地下水位の調査を実施します。 

地下水位の低下とトンネルからの湧水
量の相関性を確認すること。 

ご意見を踏まえ、地下水位と湧水量に
ついて引き続き調査を実施し、相関性
を確認します。 

希少猛禽類のモニタリング調査につい
て、調査速報を早い段階で提供いただ
きたい。 

ご意見を踏まえ、調査速報をご提供致
します。 

 

Ⅲ．今後の予定 

・令和４年モニタリング調査計画に基づきモニタリング調査を実施する。 

 ・工事やモニタリング調査の実施状況を適宜委員に報告のうえ、ご指導・ご助言を仰ぎながら必

要に応じて速やかな対応を行い環境保全上の影響を極力小さくするように努める。 

・新型コロナウイルス感染症の状況及び工事の進捗状況を踏まえ、現地視察等を実施したうえ

で、環境保全措置の実施状況等について、委員から意見を伺うものとする。 
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